	施設の名称
	

	施設の所在地
	

	記入方法
	１　「適合の状況」欄は、該当するほうを○で囲み、又は該当する数値等を記入してください。該当するものがないときは、記入しないでください。

２　※の欄には、記入しないでください。


様式第2号（その６）　　　　　　特定施設整備項目表(小規模対象施設用)

	整備箇所
	整備基準の内容
	適合の状況
	※

	1　出入口
	(1)　建物出入口
	ア　幅は、内法８０ｃｍ以上
	　　　　cm
	

	
	
	イ　戸は、自動又は車いす使用者が円滑に開閉して通過できる構造
	適
	否
	

	
	
	ウ　車いす使用者の通過に支障となる段の除去
	適
	否
	

	
	
	エ　戸の周囲を水平とし、戸を手前に引く場合は車いす寄せスペースの設置
	適
	否
	

	
	
	オ　床の表面は、滑りにくい仕上げ
	適
	否
	

	
	(2)　内部出入口
	ア　幅は、内法８０ｃｍ以上
	cm
	

	
	
	イ　戸は、自動又は車いす使用者が円滑に開閉して通過できる構造
	適
	否
	

	
	
	ウ　車いす使用者の通過に支障となる段の除去
	適
	否
	

	
	
	エ　戸の周囲を水平とし、戸を手前に引く場合は車いす寄せスペースの設置
	適
	否
	

	
	
	オ　床の表面は、滑りにくい仕上げ
	適
	否
	

	2　廊下等
	(1)　仕上げ
	表面は、滑りにくい仕上げ
	適
	否
	

	
	(2)　建物出入口から建物内部出入口に至る経路の廊下等の構造
	ア　幅員は、内法１２０ｃｍ以上
	cm
	

	
	
	イ　末端部分及び５０ｍ以内ごとに車いすの転回用のスペースの確保
	適
	否
	

	
	
	ウ　高低差がある場合の措置
	①　傾斜路及び踊り場の設置(「有」の場合は、(３)に記入)
	有
	無
	

	
	
	
	②　車いす使用者用特殊構造昇降機の設置(「有」の場合は、（３）は記入不要)
	有
	無
	

	
	
	エ　出入口等に接する部分の水平の確保
	適
	否
	

	
	(3)　傾斜路及び踊り場の構造
	ア　幅は、内法１２０ｃｍ以上（段を併設する場合は、９０ｃｍ）以上
	cm
	

	
	
	イ　勾配は、１／１２（高低差１６ｃｍ以下の場合は、１／８）以下
	１／
	

	
	
	ウ　高低差７５ｃｍ以内ごとに踏幅１５０cm以上の踊り場の設置
	適
	否
	

	
	
	エ　表面は、滑りにくい仕上げ
	適
	否
	

	3　便所
	車いす使用者用便房の構造
	ア　車いす使用者が円滑に利用できる床面積の確保、かつ、腰掛便座、手すり等の適切な配置
	適
	否
	

	
	
	イ　床の表面は、滑りにくい仕上げ
	適
	否
	

	
	
	ウ　便房及び便房のある便所の出入口の幅は、内法８０ｃｍ以上
	cm
	

	
	
	エ　便房及び便房のある便所の出入口の戸は、車いす使用者が円滑に開閉して通過できる構造
	適
	否
	

	
	
	オ　車いす使用者用便房を設置した旨の表示
	有
	無
	

	4　敷地内の通路
	(1)　仕上げ
	表面は滑りにくい仕上げ
	適
	否
	

	
	(2)　建物出入口又は駐車場出入口から道等又は車いす駐車施設に至るそれぞれ１以上の経路の通路の構造
	ア　幅員は、１２０ｃｍ以上
	cm
	

	
	
	イ　高低差がある場合の措置
	①　傾斜路及び踊り場の設置(「有」の場合は、(３)に記入)
	有
	無
	

	
	
	
	②　車いす使用者用特殊構造昇降機の設置(「有」の場合は、(３)は記入不要)
	有
	無
	

	
	(3)　敷地内通路に設けられる傾斜路及び踊り場の構造
	ア　幅は内法120ｃｍ以上（段を併設する場合は、９０ｃｍ以上）
	cm
	

	
	
	イ　勾配は１／１２以下(高低差１６cm以下の場合は、１／８以下)
	１／
	

	
	
	ウ　踊り場（踏幅１５０ｃｍ以上）の設置（高低差７５ｃｍ以内ごとに設置）
	適
	否
	

	
	
	エ　表面は、滑りにくい仕上げ
	適
	否
	

	
	(4)　排水溝を設ける場合の溝ふた
	ア　表面は、滑りにくい仕上げ
	適
	否
	

	
	
	イ　車いすのキャスター、つえ等が落ち込まない構造
	適
	否
	

	5　レジ通　路　
	レジ通路の構造
	ア　幅は、内法80ｃｍ以上
	cm
	

	
	
	イ　車いす使用者が通過するために必要な水平面の確保
	適
	否
	

	6　案内標示板
	案内標示板の構造
	高齢者、障害者等に配慮した高さ、図柄、文字の大きさ、色彩等
	適
	否
	


